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研究論文

高校生の生活習慣と攻撃性ならびに攻撃受動性との関連

鉄屋 瑠香1),金子 恵一2),服部 洋兒3),金子 修己4),村松 常司5)

【要旨】高校生の生活習慣と攻撃性ならびに攻撃受動性との関連を追究した結果,生活習慣が好ましくな

いほどいじめられやすい傾向が強く,攻撃的な行動を示すことが分かった。また,いじめられやすい傾向

が強いほど攻撃的な行動を示すことが分かった。攻撃性に与える影響の要因分析では,攻撃受動性が低い

こと,女子であること,生活習慣が良いことが攻撃性の低さに繋がることが示された。また,攻撃受動性

に与える影響の要因分析では,攻撃性が低いこと,男子であることが攻撃受動性の低さに繋がることが示

された。生活習慣の攻撃性に与える影響の要因分析では,間食を摂らないこと,睡眠を十分とること,朝

食を摂ること,運動をすることが攻撃性の低さに繋がることが示された。また,生活習慣の攻撃受動性に

与える影響の要因分析では,運動をすること,間食を摂らないこと,朝食を摂ることが攻撃受動性の低さ

に繋がることが示された。本研究からは,攻撃性ならびに攻撃受動性の低さには生活習慣を良くすること

が重要であることが示された。
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I.はじめに

平成20年度の国公私立小中高等学校ならびに

特別支援学校におけるいじめの認知件数は84648

件(前年度101127件より約16000件減少)であり,

そのうち高等学校の認知件数は6737件(前年度

より1618件減少)が報告されている1)。平成19年

度より減少しているものの,全てのいじめ件数

を把握しているとは言えず,全国の学校で起き

ているいじめは依然として多いと考えた方がよ

い。こうした青少年のいじめは近年深刻さを増

し,平成12年名古屋市において中学生が5000万

円恐喝された事件2)をはじめ,平成16年の佐世

保市小6女児殺害事件3),平成15年の長崎男児誘

拐殺人事件4)など,社会を揺るがす事件として

報道され,社会問題となっている。

門脇5)は,最近の青少年の問題行動は「反社

会的」行動から「非社会的」行動に移っている

としている。具体的に言えば,非行や犯罪等,

大人の価値観や大人の都合で決めたやり方や制

度に押しつけられ,それに従うことを強要され
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ることに対する反抗的な行為(反社会的問題行

動)が少なくなり,代わって,いじめ。不登

校・自殺。薬物依存・引き龍もりなど,自分の

意識や身体そのものを消滅させる行為(非社会

的行為)が増えているとしている。

金子ら6)は,高校生の生活習慣とストレス対

処行動,攻撃受動性(いじめられやすさ)との

関連を追究し,生活習慣が好ましい群ほど積極

的対処行動が多いが,好ましくないほど消極的

対処行動が多く,攻撃受動性が強くなり,いじ

められやすい傾向にあることを報告している。

このことから,生活習慣と攻撃受動性には関連

が強いといえる。近年,高校生の生活習慣と攻

撃受動性との関連をみた研究は報告6) 7)8)され

ているが,生活習慣の攻撃性ならびに攻撃受動

性に与える要因分析は報告されていない。本研

究では高校生の生活習慣の攻撃性ならびに攻撃

受動性に与える影響を追究する。

Ⅱ。調査方法

1.調査対象

調査対象は愛知県内の高校生3413名であり,

有効回答者は3304名であった。対象者の学年別,

性別の人数は表1に示す。

2。調査時期

平成19年11月から12月にかけて実施した。
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表1.対象者の学年別・性別人数

表2.攻撃受動性各項目の回答割合(性別比較)

1)比較:χ2検定を使用して攻撃受動性項目の「とてもよく当てはまる十だいたい当てはまる」の割合を性別に比較した。

2) df=l. ":p<0.01

3)全体の割合が多い順に掲載した。

3。調査方法

無記名質問紙法によって行い,各高等学校に

配布し,後日回収した。

4.調査内容

調査内容の概要は以下に示す。

(1)攻撃受動性

攻撃受動性(いじめ等の攻撃行動を受けやす

い子どもの行動的特徴)の測定には,藤田ら7)

の攻撃受動性尺度(直接的攻撃受動7項目,間

18

接的攻撃受動5項目,勉強思考。競争心7項目)

19項目から勉強思考・競争心項目を除いた12項

目(表2参照)を使用した。

(2)攻撃性

攻撃性(他者に攻撃行動を起こしやすい子ど

もの特性)の測定には,秦9)の敵意的攻撃性尺

度54項目を使用した。

(3)生活習慣

生活習慣は「朝食の摂取状況」,「間食習慣の

有無」,「適正体重」,「体育の授業以外の週当た
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りの運動日数」,「一日の平均睡眠時間」の5項

目について調査した。

5。分析方法

(1)攻撃受動性

攻撃受動性尺度12項目において,「全くあては

まらない」1点,「あまり当てはまらない」2点,

「どちらともいえない」3点,「だいたい当ては

まる」4点,「とてもよく当てはまる」5点の5

段階で回答させ,合計を攻撃受動性得点とした。

(2)攻撃性

攻撃性尺度54項目において,「全く当てはまら

ない」1点,「あまり当てはまらない」2点,

「どちらともいえない」3点,「だいたい当ては

まる」4点,「とてもよく当てはまる」5点の5

段階で回答させ,合計を攻撃性得点とした。

(3)生活習慣

生活習慣はそれぞれ3段階で回答させ合計を

生活習慣得点とした。朝食「毎日食べる」3点,

「ときどき食べる」2点,「ほとんど食べない」

1点,間食「ほぼ食べる」1点,「ときどき食べ

る」2点,「ほとんど食べない」3点,適正体重

「いつも心がけている」3点,「多少は心がけて

いる」2点,「まったく気にしてない」1点,運

動状況「週3日以上」3点,「週1~2日」2点,

「まったくしない」1点,睡眠時間「6時間未満」

2点,「6時間~8時間」3点,「8時間以上」

1点とした。

6。比較方法

データ処理はSPSS forWindows ver.llを使用し,

割合の比較にはχ2検定を,2群間の平均値の差

の検定にはt検定を,多群間の平均値の差の検

定には一元配置分散分析(Bonferroni, 5 %水準)

を行った。また,攻撃受動性得点を目的変数と

し,生活習慣,性別,学年,攻撃性得点を説明

変数として重回帰分析を行った。次いで,攻撃

性得点ならびに攻撃受動性得点を目的変数とし,

朝食,間食,体重,運動,睡眠を説明変数とし

てそれぞれ重回帰分析を行った。

Ⅲ。調査結果

1.全体ならびに性別比較

(1)攻撃受動性

表2は攻撃受動性各項目の「とてもよく当て

はまる十だいたい当てはまる」の割合を示した。

最も高い割合を示した項目は「人から怒鳴られ

たりすると,言い返せないことがある(28.5%)」

であり,以下「まわりの人は自分のことについ

て,けっこう陰口を言っていると思う」,「人に

いじめられているのではと気にすることがある」

と続いた。最も低い割合を示した項目は「めざ

わりな人扱いされたり,集団から仲間外れにさ

れることがある(7.5%)」であった。

性差がみられた項目は4項目あり,「人から怒

鳴られたりすると,言い返せないことがある」,

「人にいじめられているのではと気にすることが

ある」,「かんしゃくを起こされたり,八つ当た

りされることがある」,「自分はまわりの人から,

足手まといでうっとおしく感じられていると思

うことがある」である。いずれも女子の方が有

意に高かった。攻撃受動性得点(S.D.)は男子

28.5 (9.0),女子28.3 (8.6)であり,性差はみら

れなかった。

(2)攻撃性

攻撃性各項目の「当てはまる」(とてもよく当

てはまる十だいたい当てはまる)の割合で高い

割合を示した項目は「ときどきとても人をうら

やましく思うことがある(63.5%)」,「ほとんど

の人は正直でないと思う(45.2%)」であり,最

も低い割合を示した項目は「威張っている人が

いたら,頼まれたこととは反対のことをする

(5.9%)」であった。攻撃性の項目別の割合は紙

面の都合上割愛した。

性差がみられた項目は全54項目中40項目あり,

そのうち「憎らしいと思う人はいない」,「私を

怒らせたり,ばかにしたりする人は,ほとんど

いないと思う」をはじめとする27項目で男子の

方が有意に高く,また「ときどきとても人をう

らやましく思うことがある」,「ささいなことで

イライラすることはない」をはじめとする13項

目で女子の方が有意に高かった。攻撃性得点

(S.D.)は男子147.4 (26.9),女子135.7 (27.4)で

あり,男子の方が有意に高かった(P<0.01)。

(3)生活習慣

表3は各生活習慣の好ましい割合を示した。

最も高い割合を示した項目は「毎日朝ご飯を食

べる(84.2%)」であり,以下「間食をときどき

食べる十ほとんど食べない(62.0%)」と続いた。

また,最も低い割合を示した項目は「適正体重

を維持するようにいつも心がけている(16.8%)」

であった。5項目全てに性差がみられた。間食,

睡眠,運動は男子の方が有意に高く,朝食,体

重は女子の方が有意に高かった。生活習慣得点

(S.D.)は全体では11.0 (1.6)であり,性別では

男子11.1(1.6),女子11.0 (1.6)であり,統計的

には男子の方が有意に高かった(P<0.05)。

1
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表3.生活習慣の回答割合(性別比較)

1)

2)

3)

比較:χ2検定を使用して生活習慣の好ましい割合を性別に比較した。

df=1,**:p<0.01

全体の割合が多い順に掲載した。

2。生活習慣別比較

生活習慣別に比較するために,生活習慣得点

の平均値+1 S.D.以上を高群(13以上),平均値-

1 S.D.以下を低群(9以下),その間を中群(10

~12)の3群に分けた。

(1)生活習慣からみた攻撃受動性得点

表4は生活習慣得点3群からみた攻撃受動性

得点(S.D.)を示した。全体の攻撃受動性得点は,

生活習慣得点の低群29.1 (9.0),中群28.3 (8.9),

高群27.3 (8.3)の順であった。高群より低群の

方が有意に高かった。男子は高群より低群の方

が有意に高く,女子は中・高群より低群の方が

有意に高かった。

(2)生活習慣からみた攻撃性得点

表5は生活習慣得点3群からみた攻撃性得点

(S.D.)を示した。全体の攻撃得点は生活習慣得

点の低群145.7 (29.1),中群142.3 (27.7),高群

139.2 (25.7)の順であり,低群が最も高く,高

群が最も低い。男子は高群より低群の方が有意

に高く,女子は中・高群より低群の方が有意に

高かった。

3。攻撃受動性からの比較

攻撃受動性から比較するために,男子は攻撃

受動性得点の平均値+1 S.D.以上を高群(38以上),

平均値-1 S.D.以下を低群(19以下),その間を中

群(20~37)の3群に分けた。女子は同様に高

群(37以上),低群(19以下),中群(20~36)

の3群に分けた。

(1)攻撃受動性からみた攻撃性得点

表6は攻撃受動性3群からみた攻撃性得点

(S.D.)を示した。全体の攻撃性得点は,攻撃受

動性得点の低群125.2 (29.0),中群143.5 (24.8),

高群159.3 (26.5)であり,低群が最も低く,高

群が最も高い。男女とも有意差がみられ,低群

が最も低く,高群が最も高かった。

表4.生活習慣得点3群からみた攻撃受動性得点

表5.生活習慣得点3群からみた攻撃性得点
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表6.攻撃受動性得点3群からみた攻撃性得点

表7.攻撃性に与える影響の重回帰分析で考慮した要因と与えた点数

表8.攻撃性に与える影響の重回帰分析の結果

表9.生活習慣の中で攻撃性に与える影響の重回帰分析で考慮した要因と与えた点数

(2)攻撃受動性と攻撃性との相関関係

攻撃受動性得点と攻撃性得点の相関係数は男

子r =0.433 (P<0.01),女子r =0.444 (P<0.01)

であり,男女ともに有意な正の相関関係がみら

れた。

4。重回帰分析による分析

(1)攻撃性に与える要因分析

各要因に与えた点数は表7に示した。攻撃性

を目的変数とし,生活習慣,性別,学年,攻撃

受動性を説明変数として重回帰分析を行い,結

果は表8に示す。T値の絶対値は攻撃受動性の

27.65が最も高く,次いで性別,生活習慣,学年

の順になった。従って,攻撃受動性が最も攻撃

性に影響を与えており,統計的に有意といえるT

値2.0以上は攻撃受動性,性別,生活習慣であっ

た。すなわち攻撃受動性が低いこと,女子であ

ること,生活習慣が良いことが攻撃性の低さに

繋がることが示された。

(2)生活習慣の攻撃性に与える要因分析

各要因に与えた点数は表9に示した。攻撃性

を目的変数とし,朝食,間食,体重,運動,睡

眠を説明変数として重回帰分析を行った。男子

の結果は表10,女子の結果は表11に示す。男子

のT値の絶対値は間食の4.79が最も高く,次いで

睡眠,朝食,運動,体重の順になった。従って,

間食が最も攻撃性に影響を与えており,統計的

に有意といえるT値2.0以上は間食,睡眠,朝食で

あった。すなわち間食を摂らないこと,睡眠を

十分とること,朝食を摂ることが攻撃性の低さ

に繋がることが示された。女子は朝食の3.53が最

も高く,次いで間食,運動,睡眠,体重の順に

なった。従って,朝食が最も攻撃性に影響を与

えており,統計的に有意といえるT値2.0以上は朝

2
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表10.生活習慣の中で攻撃性に与える影響の重回帰分析の結果(男子)

表11.生活習慣の中で攻撃性に与える影響の重回帰分析の結果(女子)

表12.攻撃受動性に与える影響の重回帰分析で考慮した要因と与えた点数

表13.攻撃受動性に与える影響の重回帰分析の結果

表15.生活習慣の中で攻撃受動性に与える影響の重回帰分析の結果(女子)
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食,間食,運動であった。すなわち朝食を摂る

こと,間食を摂らないこと,運動をすることが

攻撃性の低さに繋がることが示された。

(3)攻撃受動性に与える要因分析

各要因に与えた点数は表12に示した。攻撃受

動性を目的変数とし,生活習慣,性別,学年,

攻撃性を説明変数として重回帰分析を行い,結

果は表13に示す。T値の絶対値は攻撃性の27.65

が最も高く,次いで性別,生活習慣,学年の順

になった。従って,攻撃性が最も影響を与えて

おり,統計的に有意といえるT値2.0以上は攻撃性

と性別であった。すなわち攻撃性が低いこと,

男子であることが攻撃受動性の低さに繋がるこ

とが示された。

(4)生活習慣の攻撃受動性に与える要因分析

各要因に与えた点数は表9に示した。攻撃受

動性を目的変数とし,朝食,間食,体重,運動,

睡眠を説明変数として重回帰分析を行った。男

子の結果は表14,女子の結果は表15に示す。男

子のT値の絶対値は運動の2.64が最も高く,次い

で睡眠,間食,体重,朝食の順になった。統計

的に有意といえるT値2.0以上は運動であり,運動

することが攻撃受動性の低さに繋がることが示

された。女子は運動の2.46が最も高く,次いで間

食,朝食,体重,睡眠の順になった。運動が最

も影響を与えており,統計的に有意といえるT値

2.0以上は運動,間食,朝食であり,すなわち運

動をすること,間食を摂らないこと,朝食を摂

ることが攻撃受動性の低さに繋がることが示さ

れた。

Ⅳ。考察

1.本研究の対象

本研究で調査した9つの高等学校は名古屋地

区1校,西三河地区4校,東三河地区1校,尾

張地区2校,知多地区1校であった。9校はほ

ぼ愛知県全域に分布していることから,高校生

の一般的特性を示すことができると判断した。

2。生活習慣

高校生の食生活の状況をみると「朝食をほぼ

毎日食べる」は男子82.1%,女子86.9%で女子の

方が有意に高かった。この割合は,金子ら6)の

報告と一致しており,全体で8割以上の生徒が

毎日朝食を食べていることは評価できると考え

る。「間食をときどき食べる十ほとんど食べない」

は男子67.4%,女子54.7%で男子の方が高かった。

部活動や塾などで夜遅くなるまで活動している

生徒は,昼食時間から夕食時間までかなり時間

が空くため間食摂取はやむを得ない。丸山lo)は,

多くの子どもたちが間食を摂っていることを現

状にふまえるならば,その摂り方を含めて,間

食の内容を改善していくことを目指すのが現実

的だとしている。

睡眠状況をみると「1日平均6~8時間睡眠

をとる」は男子62.0%,女子56.5%であり,男子

の方が高かった。北海道の調査1町こよると,高

校生は男子70%,女子76%の者が睡眠不足を感じ

ていると報告されている。今回の調査では,

37%の生徒が睡眠時間6時間未満であり,慢性

的に睡眠不足を感じている生徒が多いことが推

察できる。睡眠は心身の完全な休養状態であり,

身体的疲労回復と神経のいらだち,不快感など

精神興奮を鎮めると共に運動による障害や事故

を予防しうるという点で,健康・体力づくりの

実施上極めて重要な意義を持つ12)。

3。攻撃受動性

本研究の高校生の攻撃受動性得点は男子28.2,

女子28.3であり,性差はみられなかった。原ら13)

の中学生の調査や金子ら6)の高校生の調査なら

びに服部ら14)の大学生の調査においては,男子

に比べ女子の攻撃受動性得点の高いことが報告

されている。両者の違いについては,本研究の

調査票と金子ら6),原ら13)服部ら14)の調査票は

同じものであったが,本研究では勉強思考・競

争心の7項目を除いた12項目で調査したことか

ら生じたと思われるが,詳細については分から

ない。しかし,攻撃受動性を目的変数とし,生

活習慣,性別,学年,攻撃性を説明変数として

重回帰分析を行った結果では,攻撃受動性に最

も影響を与えるのは攻撃性であり,次いで性別

であった。すなわち,攻撃性が高いこと,女子

であることが攻撃受動性の高さに繋がっている

ことが示され,攻撃受動性の項目別にみても4

項目に性差がみられ,全て女子の方が有意に高

かったことから,攻撃受動性すなわち,いじめ

られやすさは女子の方が男子より高いことは観

察できる。

庄司15)のいじめと生活習慣の報告では,いじ

められる側には基本的な生活習慣が十分に確立

されていないという実態があり,基本的な生活

習慣の実践はけじめのある生活をする上で欠か

せず,行動や思考の自立の基礎となることが指

摘されている。本調査でも生活習慣得点が低い

ほど攻撃受動性得点が高いことが示された。す

なわち,生活習慣が悪いほどいじめられやすい

と言える。

村松8)は,一連の攻撃性ならびに攻撃受動性
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の研究を行い,攻撃性及び攻撃受動性を如何に

低くするかは,セルフェスティームを高め,社

会的スキルを獲得させ,積極的対処行動により

ストレスを軽減することが重要なポイントであ

り,基本的な生活習慣の確立は大切であるとし

ている。

4。攻撃性

本研究の高校生の攻撃性得点は男子147.4,女

子135.7であり,女子に比べ男子の方が高かった。

八島16)は,攻撃性の様々な側面に関して男子は

直接的な攻撃方法を,女子では仲間はずれとい

った間接的な攻撃方法を用いることが多いこと

など,攻撃性における男女の表現方法の違いを

報告しており,今回の調査においても同様に認

められている。

曽我17)は小学生の生活習慣と攻撃性を調査し,

朝食欠食,間食の摂り過ぎ,野菜不足,糖分過

多は攻撃性を高め,睡眠時間の少ない児童は攻

撃行動を生じる傾向が強いと報告している。本

調査でも生活習慣の程度別に攻撃性得点をみる

と,低群145.7,中群142.3,高群139.2の順となり,

生活習慣が悪いほど攻撃性が高いことが示され

た。生活習慣の攻撃性へ与える影響の要因分析

では,朝食を摂らないこと,間食を摂ること,

運動をしないことが攻撃性の高さに影響を与え

ていることが分かった。また,攻撃性に与える

影響の要因分析では,いじめられにくいこと,

女子であること,生活習慣の良いことが攻撃性

の低さに繋がることが示された。攻撃受動性と

攻撃性の関係では,攻撃受動性が高いほど攻撃

性が高いことが示され,いじめられやすい傾向

の強い子どもは攻撃的な行動を示す傾向が強い

と言える。

V.まとめ

本研究では,生活習慣が好ましくないほどい

じめられやすい傾向が強く,攻撃的な行動を示

し,いじめられやすい傾向が強いほど攻撃的な

行動を示すことが分かった。攻撃性に与える影

響の要因分析では,攻撃受動性が低いこと,女

子であること,生活習慣が良いことが攻撃性の

低さに繋がることが示され,また,攻撃受動性

に与える影響の要因分析では,攻撃性が低いこ

と,男子であることが攻撃受動性の低さに繋が

ることが示された。生活習慣の攻撃性ならびに

攻撃受動性に与える影響の要因分析では,間食

を摂らないこと,睡眠を十分とること,朝食を

摂ること,運動をすることが攻撃性ならびに攻

撃受動性の低さに繋がることが示された。

<付記>

本研究を行うに当たり,調査にご協力いただ

いた高校生の皆様,並びに先生方に感謝申し上

げます。
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